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１．背景と目的 

バラ栽培に農薬を用いることは一般的であり、

その農薬も簡単に手に入れることができる。しか

しながら農薬は現在まで、生態系や人体に深刻な

被害をもたらしている（植村，河村，辻，2006）。       

バラには生長を妨げる害虫だけではなく他の昆

虫にも利用される。中にはクモやテントウムシの

ようなバラに発生する害虫を捕食する昆虫もいる

ため、それらの捕食者も農薬の被害を受ける。こ

のようなことから生態系が破壊されてしまう可能

性がある（簗場，2020）。また、人々が直接鼻を近

づけ香りを楽しむバラ類に人体への影響が懸念さ

れている農薬を使用することは、危険性を高める

と考えられる（藤本，2019）。 

そこで、元町百段公園では生物多様性配慮型都市

緑化普及のためバラの無農薬・無化学肥料栽培の

実証実験を行っており、無農薬・無化学肥料栽培

実現に向け様々な手法を用いて活動を行っている。 

しかしながら、具体的な効果等については明らか

にされていない。そこで、本研究では過去の文献

調査、実証実験を通してバラの無農薬・無化学肥

料栽培の手法を確立することで、生物多様性配慮

型緑化普及のための基礎研究資料とすることを目

的とする。 

 

２．研究方法 

 バラの無農薬・無化学肥料栽培の手法確立のた

め、過去の文献調査を行い、バラの無農薬・無化

学肥料栽培を行う上で重要な条件の整理等を行っ

た。 

また、バラの無農薬・無化学肥料栽培の実験対

象地である元町百段公園において、植栽地 5 か所

を対象に伊豆大島産火山礫を使用した雑草防除実

験を行った。また、無農薬・無化学肥料栽培を行

う上で発生する病虫害、また現地調査での益虫に

ついて観察記録を行った。 

 

３．研究結果 

３．１ バラの無農薬・無化学肥料栽培を行う上

での重要な条件設定 

元町百段公園現地での実証実験を基に無農薬・

無化学肥料栽培を行う上で重要であると考える条

件、手法を 5 つ選定し表 1 にまとめた。 

本研究では研究対象地に共栄植物であるニンニ

ク （ Allium sativum L. ）、 チ ャ イ ブ （ Allium 

schoenoprasum L. ）、 ア サ ツ キ 、（ Allium 

schoenoprasum L. var. foliosum）の３種を植栽し、植

栽景観、また害虫防除効果に良い影響を与えた。

また、抵抗性品種を行うことで、病害虫が多く発

生するバラであっても日々の管理を減らせると考

える。 

剪定に関しては、表面から 20cm 程葉の剪定、ま

た風通しを良くするため重なる葉の剪定を行い、

うどんこ病や黒点病などの病害虫の発生を防ぐた

めに重要であると考える。 

また、土壌環境を整えるためシマミミズ（Eisenia 

fetida）を導入した。ミミズは有機物の摂食・排糞

による物質循環への関与や土壌構造の改変によっ

て、土壌生態系や緑地生態系によい影響を与える。 

伊豆大島産火山礫を植栽基盤材として利用する



 

ことにより、マルチ材として利用でき雑草防除や

雨水の跳ね返りを防ぐことができる。 

表 1 無農薬・無化学肥料栽培の重要な条件 

 

 

３．２ バラの無農薬・無化学肥料栽培の実証実      

    験 

伊豆大島産火山礫を用いた雑草防除実験では 5

箇所の実験地を図 1 のように左から、①粒径 3～

5cm の火山礫、②赤玉土を高さ 5cm、③粒径 1cm

の火山礫の 3 区画にそれぞれわけ、雑草の防除実

験を行った。その結果、雑草の発生率が最も高か

ったのは②の赤玉土を高さ 5cm であり、次に③の

粒径 1cm の火山礫であり、最も発生率が低かった

のが①粒径  3～5cm の火山礫であった。1 年を通

した発生平均は、①では 1.2 本、②では 5 本、 ③

では 2.9 本、の雑草が発生した。このことより雑草

の防除に最も効果的であるのは ①粒径 3～5cm

の火山礫であるといえる。 

図 1伊豆大島産火山礫を使用した雑草防除実験 

 病虫害の発生に関しては表１にまとめてある通

り、イバラヒゲナガアブラムシ（Sitobion 

ibarae）チュウレンジハバチ（Arge nigrinodosa）

クロケシツブチョッキリ（Auletobius uniformis 

Roelofs）の発生を確認した。イバラヒゲナガアブ

ラムシとクロケシツブチョッキリは発生を確認し

次第捕殺したため被害は最小限に抑えられた。チ

ュウレンジハバチの幼虫も同様に補殺を行った

が、植栽地 2 か所において葉の食害にあってしま

った。 

表 2 実験対象地での発生害虫 

 

また、発生した病気としては黒点病が梅雨の時

期である 6 月~7 月にかけて見られた。雨水が継

続的に葉にあたってしまったため発生してしまっ

ていたため、発生が確認し次第剪定を行った。 

 

４．結論と考察 

 伊豆大島産火山礫を使用した雑草防除実験では、

粒径 3～5cm の火山礫が、一番雑草発生率が少な

いことが分かり、同じ高さでも粒径 3～5cm の火

山礫の方が、火山礫の粒径 1cm の火山礫よりも風

に飛ばされにくく、圧力がかかり雑草の発生数が

少ないことが分かった。 

 また、病虫害に関する観察に関しては、チュウ

レンジハバチの幼虫の発生が 7 月と 9 月に 2 回あ

り、即時捕殺を行ったが葉の食害にあってしまっ

たため、今後も病虫害の発生に関しては注意深く

観察し管理を行うことが重要であると考える。 

そして、今後無農薬・無化学肥料栽培のバラ栽

培を普及させるため、農薬、化学肥料を使用した

バラとの病害虫の比較、生育障害等が起こってい

ないか花のつき方等で比較を行い明らかにする必

要があると考える。 
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の実態を含めて- 

管理方法 手法

共栄植物の植栽
共に植栽することでよい影響を与える植物

を植栽

抵抗性品種の選定 病害虫に強い種の選定を行う

剪定

無作為な新芽の大量発生は植物の生長に影

響を与えるため、余計な枝や新芽は切る。

また風通しを良くし、病害虫を防ぐ

土壌改良 排水性・保水性に優れた土壌改良を行う

植栽基盤材としての伊豆大島火山礫の利用
植栽基盤材としての伊豆大島産火山礫を用

いる

種名 学名 時期 発生回数

チュウレンジハバチ Arge  nigrinodosa 7月、9月 2回

イバラヒゲナガアブラムシ Sitobion  ibarae 4月、5月、6月、8月 12回

クロケシツブチョッキリ Auletobius  uniformis  Roelofs 6月、7月 2回


